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昨
年
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
、本
県
開
催
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
な
ど

大
型
イ
ベン
ト
への
期
待
に
胸
躍
ら
せ
て
始
ま
り

ま
し
た
が
、新
型
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
で
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な一年
と
な
って
し
ま

い
ま
し
た
。11
月
か
ら
は
第
三
波
の
襲
来
を
実
感

さ
せ
る
ほ
ど
の
感
染
の
広
が
り
と
な
り
ま
し
た

が
、一方
世
界
で
は
ワ
ク
チ
ン
実
用
化
の
ニュー
ス
が

流
れ
、コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
す
る
兆
し
も
見
え
て
き

ま
し
た
。

　

今
年
が
明
る
い一年
と
な
る
こ
と
を
願
って
、新

春
号
の
表
紙
は
子
ど
も
の
城
か
ら
と
べ
動
物
園
へ

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
に
乗
っ
て
飛
び
出
す
夢
に
し
ま
し

た
。砥
部
町
と
松
山
市
に
ま
た
が
る
区
域
に
え
ひ

め
こ
ど
も
の
城
、と
べ
動
物
園
、県
立
総
合
運
動

公
園
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。３
施
設
を
合
わ
せ
た

面
積
は
１
０
０
㌶
超
。丘
陵
地
の
豊
か
な
森
と
緑

の
空
間
の
中
に
児
童
館
や
陸
上
競
技
場
な
ど
の

施
設
が
集
ま
る
四
国
屈
指
の
ス
ポ
ー
ツ・レ
ジ
ャ
ー

ゾ
ー
ン
で
す
。３
月
の
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
と

合
わ
せ
て
、３
施
設
の
魅
力
向
上
イ
ベ
ン
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

（
イ
ラ
ス
ト
提
供
：
愛
媛
県
子
育
て
支
援
課
）

う
れ
し
さ
に
は
つ
夢
い
ふ
て
し
ま
い
け
り

子
規（
明
治
26
年
）

Vol.21
〈発行日〉

令和３年１月１日

新年おめでとうございます。今年もよろしくお願いします。
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ジップラインの整備を機に、隣接する３施設でエリア全体の通称、ロゴマーク、
共通活動テーマを設定して一体的な魅力発信に取り組みます。

ジップラインの概要

エリアの通称

とべワンダーフォレスト（略称：とべもり）

活動テーマ

愛顔つながるアドベンチャーゾーン

ロゴマーク

エリアの象徴となるジップ
ライン、とべ動物園のホッ
キョクグマピース、こども
の城の塔、総合運動公園の
陸上トラックをデザイン化。

スタート・ゴールデッキ等の位置

トラ舎前

スタート・
ゴールデッキ

410m

芝生広場

ゴールデッキ

てっぺんとりで

スタートデッキ

320m

松丸 亮吾 （まつまる りょうご）

タレント、クリエイター。平成7（1995）
年生まれ。現在『おはスタ』（テレビ東京
系列）では、「ひらめき王子松丸くん」と
して活動している。東京大学工学部に
在学中。

ジップラインのグランドオープン関連事業（令和３年３月予定）

松丸亮吾氏が監修する

謎解き挑戦ラリー
関連事業

1
石村 嘉成 （いしむら よしなり）

作家。平成6（1994）年生まれ。2歳で
自閉症による発達障害と判明。平成24

（2012）年から版画や油絵を始め、才
能を開花。翌年には第2回エコールドパ
リ、浮世･絵展 ドローイングコンクール
にて、優秀賞を受賞。

関連事業

2
県内の若手アーティスト石村嘉成氏の

本格アート展開催

とべ動物園のゾウ舎を会場に

特徴

1

特徴

2

日本有数となる全長約730m（四国最大
スケール）のジップライン。

2本のワイヤーで、2人同時に並走可能。

特徴

3
こどもの城から池の上空を渡ってとべ動
物園に着地するダイナミックなコース。
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愛媛県総合運動公園
55.1ha

とべ動物園
17.4ha

えひめこどもの城
34.6ha

とべ動物園（入口）とべ動物園（入口）

県総合運動公園の陸上競技場県総合運動公園の陸上競技場

えひめこどもの城（動物園側かえひめこどもの城（動物園側から）ら）

とべワンダーフォレスト
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8
月
28
日
安
倍
首
相
の
辞
意
表
明
、9
月
 16
日
菅
首
相
の
誕
生
。11
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
が
顕
著
に
な
る
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
い
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。新
型
ウ
ィ
ル

ス
の
感
染
者
は
、世
界
中
で
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。国
内
は
 10
月
頃
ま
で
比
較
的
少
人
数

で
推
移
し
、混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
、当
初
か
ら
秋
以
降
確
実
に
第
三
波
が
襲
っ
て
来
る

と
み
ら
れ
て
お
り
、対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
で
も
、第
三
波
を
想
定
し
て
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
8
月
6
日
臨
時
会
、9
月
定

例
会
、 12
月
定
例
会
に
対
策
予
算
を
計
上
。予
算
は
 12
月
議
会
の
補
正
予
算
ま
で
で
累
計
1
，

1
1
5
億
1
，1
8
5
万
円
に
上
り
ま
す
。

↘
使
用
済
み
核
燃
料
を
保
管
す
る
乾
式
貯
蔵

施
設
設
置
への
県
議
会
の
反
対
を
求
め
る
請
願

な
ど
3
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

（
1
） 

条
例

　

暴
力
団
事
務
所
の
開
設・運
営
禁
止
区
域
の

拡
大
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ「
県
暴
力
団
排
除
条

例
の
改
正
」な
ど
5
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

9
月
11
日
に
開
会
し
た
9
月
定
例
県
議
会

（
第
3
7
1
回
）は
、一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
21
議
案
を
原
案
可
決
し
、10
月
6
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。可
決
議
案
は
、条
例
5
、補
正
予

算
2
、人
事
2
、意
見
書
4
、そ
の
他
8
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
令
和
元

年
度
県
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
8
件

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

ま
た
、四
国
電
力
伊
方
原
発
敷
地
内
で
↘

9
月
定
例
会

　

理
事
者
提
出
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策

事
業
を
盛
り
込
ん
だ
一
般
、企
業
両
会
計
で

1
6
8
億
9
，4
2
6
万
円
の
8
月
補
正
予
算

な
ど
4
議
案
を
審
議
。常
任
委
員
会
審
査
を

経
て
、原
案
可
決
し
ま
し
た
。主
な
事
業
は
、表

1
の
と
お
り
。

臨
時
会（
8
月
6
日
）

【表1】 ８⽉補正予算の主な事業
 1 感染拡大と医療崩壊を防ぐ 11億6,178万円

・保健所における患者搬送⽤⾞両の整備と衛⽣環境研究所の検査機器の拡充 1億 699万円
など

 2 地域経済を⽴て直す 68億6,649万円
・中小企業者の新しいビジネススタイルの定着に向けた設備導入への⽀援 21億4,000万円

など

 3 新しい生活・ビジネス・文化のスタイルを実践する 88億6,599万円
・県⽴学校にパソコンの児童⽣徒１⼈１台端末や電⼦⿊板等の配備 20億1,426万円
・県立学校や総合教育センターの感染リスク低減に向けた衛⽣環境の整備 20億8,845万円

など

【表2】 9⽉補正予算の主な事業
 １ 新型コロナウイルス感染症への対応 97億 493万円

 （1）医療・検査体制等の充実 74億6,478万円

・県内６医療圏域におけるドライブスルー⽅式などによるPCR検査体制の構築 1億9,200万円

・医療従事者等応援⼿当⾦の⽀給や感染症患者の受⼊病床確保（下半期分） 67億 584万円

など

 （2）新たな事業展開と生活維持への支援 22億4,015万円

・生活福祉資⾦の特例措置による生活を維持するための貸付け 22億円

など

 2 ⻄⽇本豪⾬災害等への対応と防災・減災対策の推進 43億5,464万円

 （1）⻄⽇本豪⾬災害等への対応 9億5,784万円

・市道の災害復旧事業等の受託による早期復旧等に向けた⽀援 4億5,890万円

など

 （2）県単独緊急防災・減災対策事業 33億9,680万円

・河川の氾濫を防⽌する河床掘削の推進 10億1,440万円

など

 3 当面する課題への対応 22億1,862万円

・令和4年のプロ野球オールスターゲーム開催に向けた機運醸成 965万円

・市町の事務負担軽減を図るための健診予約システム等の機能向上 《国保特別会計》 5,234万円

など

（
2
） 

補
正
予
算

　
一般
会
計
1
6
2
億
2
，5
8
5
万
円
、国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
5
，2
3
4
万
円
の

増
額
予
算
で
す
。主
な
事
業
は
、表
2
の
と
お
り
。

（
3
） 

人
事

　

任
期
満
了
に
伴
い
県
教
育
委
員
に
元
砥
部
小

学
校
校
長
の
峯
本
陽
子
氏（
62
歳
、松
前
町
）と
、
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12
月
定
例
会

県
立
高
校
学
校
評
議
員
の
山
内
満
子
氏（
53

歳
、宇
和
島
市
）の
両
氏
を
新
任
し
ま
し
た
。

（
4
） 

意
見
書

　

私
立
高
等
学
校
に
お
け
る
I
C
T
環
境
の

整
備
に
係
る
補
助
制
度
の
創
設
や
、「
防
災・減

災
、国
土
強
靱
化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対
策
」

の
継
続・拡
充
な
ど
を
国
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
県
議
会（
第
3
7
2
回
）は
11
月

26
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
、条
例
5
、補
正
予
算
4
、人
事
2
、

意
見
書
3
、そ
の
他
14
の
28
議
案
を
原
案
可

決
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
検
査
拡
充
な
ど
を

求
め
る
請
願
5
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。そ

の
ほ
か
に
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
額
決
定
の

専
決
処
分
の
報
告
1
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
最
終
日
に
は
、2
月
の
今
治
市
長
選
へ

の
出
馬
を
表
明
し
て
い
る
德
永
繁
樹
副
議
長

（
自
民
）の
議
員
辞
職
願
を
許
可
。同
日
、空

席
と
な
っ
た
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。選
挙
の
結
果
、愛
媛
維
新
の
会
の
兵
頭
竜

氏（
3
期
、西
予
市
選
挙
区
）が
26
票（
投
票
総

数
46
票
）で
新
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
） 

条
例

　

職
員
の
期
末
手
当
を
減
額
改
定
す
る
た
め

の
給
与
条
例
の
改
正
や
、こ
ど
も
の
城
に
整
備

す
る
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の
利
用
料
金（
限
度
額
2
，

5
0
0
円
）を
追
加
す
る
こ
ど
も
の
城
管
理
条

例
の
改
正
な
ど
で
す
。

（
２
） 

補
正
予
算

　

補
正
予
算
は
、一
般
会
計
が
51
億
6
，

5
0
1
万
円
の
増
額
、企
業
会
計
は（
3
会

計
合
わ
せ
て
）7
，3
1
2
万
円
の
減
額
予
算

で
す
。企
業
会
計
は
、職
員
給
与
の
減
額
改

定
分
の
み
。一
般
会
計
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
へ
の
対
応
に
54
億
9
，6
2
2
万
円
、

令
和
2
年
7
月
豪
雨
へ
の
対
処
な
ど
当
面
必

要
と
す
る
経
費
9
，6
8
3
万
円
と
、給
与
改

定
に
よ
る
特
別
職
と
一
般
職
の
給
与
4
億
2
，

8
0
4
万
円
の
減
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。概

要
を
、表
3
、4
に
ま
と
め
ま
し
た
。

（
3
） 

人
事

　

県
土
地
収
用
委
員
会
委
員
2
名
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

（
4
） 

意
見
書（
3
件
）

▼�

北
朝
鮮
に
よ
る
全
て
の
拉
致
被
害
者
等
の
即

時
一括
帰
国
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

▼�

地
方
た
ば
こ
税
を
分
煙
環
境
の
整
備
に
活
用

で
き
る
制
度
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

▼�

台
湾
の
W
H
O
への
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
に
向

け
、関
係
各
国・地
域
と
連
携
し
、W
H
O
に

対
す
る
働
き
か
け
を
強
化
す
る
よ
う
国
に

求
め
る
意
見
書

（
5
） 

そ
の
他

　

主
な
も
の
は
、次
の
通
り
で
す
。

①�

財
産
の
取
得

　

�

県
立
学
校
の
学
習
用
端
末（
2
7
，8
4
4

台
）を
15
億
5
，1
0
0
万
円
で
、電
子
黒
板

機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェク
タ
ー（
5
3
8
セ
ッ
ト
）

を
3
億
8
，5
0
0
万
円
で
、い
ず
れ
も
四
国

通
建（
株
）か
ら
買
入
れ
ま
す
。

②�

松
山
東
警
察
署
庁
舎
新
築
工
事
請
負
契
約

の
締
結

　

請
負
金
額　

�

27
億
1
，7
0
0
万
円

　
　
　
　
　
　

落
札
率
92・3
%

　

請
負
人　

熊
谷・一宮・黒
川
共
同
企
業
体

　

工　
　

期　

令
和
5
年
1
月
末
ま
で

③�

令
和
3
年
度
の
当
せ
ん
金
付
証
票（
宝

く
じ
）の
発
売
限
度
額（
1
2
8
億
7
，

1
0
0
万
円
）の
決
定
。

④
土
木
建
設
工
事
の
負
担
金
額
の
決
定

⑤�

継
続
審
査
と
な
って
い
た
令
和
元
年
度
決
算

4
件
の
認
定

【表3】 12⽉補正予算の主な事業
 1 新型コロナウイルス感染症への対応 54億 9,622万円

・�感染症患者の受入病床確保に係る国補助基準額の引上げへの対応 18億 3,575万円

・�⽣活福祉資⾦の特例措置による⽣活を維持するための貸付け 36億 4,300万円

 2 当面措置を必要とする経費 9,683万円

・�令和2年7⽉豪⾬で被災したＪＲ内⼦線の災害復旧⽀援 4,575万円

など

区　分 職員数 予算額

 一般会計 ２万1,543人 ▲4億2,491万円

 一般職員 4,222人 ▲8,905万円

 警察職員 2,875人 ▲5,966万円

 学校職員 1万1,705人 ▲2億6,404万円

 会計年度任用職員 2,741人 ▲1,216万円

 企業会計 2,707人 ▲7,306万円

 一般職員 2,066人 ▲6,393万円

 会計年度任用職員 641人 ▲913万円

【表4】 12月補正予算 給与改定経費
1  一般職　▲４億9,797万円
　（一般会計 ▲４億2,491万円／企業会計 ▲7,306万円）

2  特別職　▲319万円
　（一般会計 ▲313万円／企業会計 ▲６万円）
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1

4

2
3
4

8

6

9

11

21

23

26

17

14

17

14
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【図表①】 11月以降の新規陽性者数推移（愛媛県）

　

世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。
12
月
13
日
現
在
、

世
界
全
体
の
累
計
感
染
者
が
7
，
1
5
4
万

人
、
死
者
は
1
6
0
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

日
本
国
内
に
も
第
三
波
が
襲
来
。
特
に
東
京
、

大
阪
な
ど
大
都
市
圏
は
感
染
経
路
が
分
か
ら

な
い
、
市
中
感
染
が
ま
ん
延
し
始
め
て
い
る

状
況
で
す
。

　

愛
媛
県
内
で
も
11
月
に
入
っ
て
感
染
者
が

出
始
め
、
中
旬
に
は
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
も

あ
っ
て
大
幅
に
増
加
。
県
で
は
、11
月
20
日
か

ら
警
戒
レ
ベ
ル
を
感
染
警
戒
期（
注
１
）
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。
22
日
に
は
、一
日
の
感
染
者

が
過
去
最
大
の
26
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
発
生
し
て
い
た
6
つ
の
ク
ラ
ス

タ
ー
の
囲
い
込
み
も
完
了
し
、
一
日
に
一
人

か
二
人
程
度
に
ま
で
減
り
ま
し
た
。
た
だ
、入

院
中
の
方
は
50
人
前
後（
図
表
②
）で
推
移
し

て
お
り
、
医
療
機
関
に
掛
か
る
負
担
は
減
っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
、新
規
感
染
を
抑
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

（
注
１
）�愛
媛
県
で
独
自
に
定
め
た
感
染
状
況
に
応
じ
た
警

戒
レ
ベ
ル
。
縮
小
期
、
警
戒
期
、
対
策
期
の
3
段

階
あ
り
、
警
戒
期
に
は
県
外
や
3
密（
密
閉
・
密

集
・
密
接
）の
場
へ
の
外
出
自
粛
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
開
催
の
目
安
を
当
面
50
人
以
内
ま
で
と
す
る
よ

う
呼
び
掛
け
て
い
る
。

愛
媛
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
状
況

【図表②】 愛媛県の11月以降入退院者等の状況（愛媛県）
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▼
昨
年
11
月
12
日
付
け
の

愛
媛
新
聞
が
、
シ
ネ
マ
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
大
街
道
の
本

年
1
月
11
日
閉
館
を
報
じ

ま
し
た
。こ
れ
で
松
山
市
の
中
心
市
街
か
ら

大
手
映
画
館
が
無
く
な
り
ま
す
。戦
後
、映

画
界
は
大
盛
況
で
、松
山
市
内
に
は
20
を
超

え
る
映
画
館
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。私
が

高
校
生
の
頃
、1
9
7
0
年
代
に
は
映
画

も
斜
陽
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も

6
館
は
あ
り
ま
し
た
。
私
も
映
画
が
好
き

で
、高
校
時
代
か
ら
よ
く
観
て
い
ま
す
。三

番
町
に
あ
っ
た
松
山
銀
映
は
、3
本
立
て
で

入
館
料
3
0
0
円
。
安
ら
ぎ
の
場
所
で
し

た
。
市
駅
前
に
あ
っ
た
オ
リ
オ
ン
座
で
は
、

ゴ
ッ
ド
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
を
観
ま
し
た
。昭
和

48
年
正
月
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。満
員
で
後

の
方
か
ら
立
っ
た
ま
ま
観
ま
し
た
。

▼
最
近
は
市
町
村

を
舞
台
に
し
た

映
画
も
多
数
製

作
さ
れ
て
い
ま

す
。
故
加
戸
前
知

事
は
、
文
科
省
出

身
だ
っ
た
だ
け
に

こ
う
い
っ
た
面

に
敏
感
で
、
県
が

後
押
し
し
て
愛
媛

県
を
舞
台
に
し
た

映
画「
船
を
降
り

た
ら
彼
女
の
島
」

を
、2
0
0
3（
平

15
）
年
2
月
に
公

開
し
て
い
ま
す
。主
演
は
木
村
佳
乃
、大
杉

漣
。
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。県
内
市
町
も
、宇
和
島
市

「
海
す
ず
め
」、
四
国
中
央
市「
書
道
ガ
ー
ル

ズ
!!」な
ど
続
い
て
い
ま
す
。
砥
部
町
に
も

地
元
出
身
の
大
森
研
一
監
督
で
製
作
さ
れ

た「
未
来
へ
の
か
た
ち
」が
あ
り
ま
す
。
残

念
な
こ
と
に
公
開
は
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
。今

年
に
持
ち
越
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

▼
シ
ネ
マ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
大
街
道
の
閉
館

は
致
し
方
な
い
と
思
い
ま
す
が
、映
画
が
好

き
と
言
う
方
は
大
勢
い
ま
す
。大
型
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
昨
今
、加

え
て
コ
ロ
ナ
で
密
は
ご
法
度
で
す
が
、そ
の

場
に
い
な
け
れ
ば
味
わ
え
な
い
雰
囲
気
と

か
匂
い
が
あ
り
ま
す
。何
年
先
に
な
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、松
山
の
中
心
街
に
同
館
が

復
活
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

シネマサンシャイン大街道の入り口（12月下旬）

愛媛県の新型コロナウィルス感染状況に応じた警戒レベルと対策

令和2年5月8日発表

要請対象 縮小期 警戒期 対策期

県民の行動要請 外出自粛は要請しない 県外や3密の場への外出自粛 外出自粛（県外・県内問わず）

イベント等の開催目安
感染予防対策を徹底のうえ
で実施

当面、50人以内まで 人が集まることは推奨しない

事業者
県外の出張自粛は要請しな
いが、感染予防対策を徹底

感染拡大地域への出張の自粛 原則、県外への出張の自粛

休業要請 感染状況に応じて検討 条件を付して休業要請を緩和 業種を特定して休業要請

学校 開校・部活動も実施
開校するが授業内容や部活
動等の制限

休業

県管理施設
感染予防対策を徹底のうえ
で開館

一定の条件のもとで開館 原則閉館

高齢者施設・医療機関
等への面会等

感染防止対策を徹底のうえ
で面会可

自粛を要請 原則禁止

日
雑
日
感
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晴走雨読
私の本棚

せ そ ど
い うう く

　
『
富
士
日
記
』は
、
日
本
の
日
記
文
学
の
新
境
地
を

ひ
ら
い
た
も
の
と
し
て一部
の
人
に
大
変
な
人
気
が
あ
り

ま
す
。

　

著
者
の
夫
で
作
家
の
武
田
泰
淳
が
、
昭
和
38

（
１
９
６
３
）年
に
富
士
山
の
山
麓
に
山
小
屋
を
建
て
、

翌
39
年
の
晩
春
あ
た
り
か
ら
東
京
住
ま
い
の
家
族
３

人
は
、
週
の
半
分
を
山
荘
で
過

ご
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
日
記

を
つ
け
は
じ
め
た
い
き
さ
つ
を
著

者
は
上
巻
の
冒
頭
で
、「（
泰
淳

か
ら
）『
お
れ
と
代
わ
る
が
わ
る

メ
モ
し
よ
う
。
そ
れ
な
ら
つ
け
る

か
？
』
な
ど
と
い
わ
れ
て
、
日
記

が
は
じ
ま
っ
た
。」
と
、
述
懐
し
て

い
ま
す
。
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を

意
識
し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
家
族
の
思
い
出
記
録
と
し
て

書
き
残
さ
れ
た
も
の
で
し
た
が
、

泰
淳
の
死
後
、
雑
誌『
海
』の
編

集
者
の
す
す
め
で
同
誌
に
連
載
。

昭
和
52
（
１
９
７
７
）年
に
本
と

し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
作
家

で
あ
る
夫
は
、
百
合
子
夫
人
の
類
ま
れ
な
文
才
を
見
抜

い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
嫉
妬
し
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
記
に
は
、
富
士
山
麓
の
朝
夕
の
自
然
の
変
化
と
一

家
の
暮
ら
し
の
様
子
を
、ほ
ぼ
毎
日
つ
け
て
い
ま
す
。
地

元
の
人
た
ち
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。
欠
か
さ
な
い
の

は
、
何
を
食
べ
た
か
。
そ
の
文
章
は
簡
潔
自
在
。

　

２
か
所
拾
い
出
し
て
み
ま
し
た
。
昭
和
41（
１
９
６
６
）

年
元
旦
の
記
述
、「
快
晴
／
８
時
半
起
き
る
。
／
南
ア

ル
プ
ス
全
部
見
え
る
。
は
っ
き
り
見
え
る
。
富
士
山
も

全
部
見
え
る
。
い
い
お
天
気
だ
。
／
朝　

お
雑
煮（
豚

肉
、か
き
玉
、ね
ぎ
）、
黒
豆
、だ
て
ま
き
、
昆
布
ま
き
、

か
ま
ぼ
こ
、
酢
ダ
コ
。
／
花
子
は

カ
ル
ピ
ス
、
主
人
と
私
は
ビ
ー
ル

で
、
新
年
の
挨
拶
を
す
る
。『
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
。
今
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
』
／
昼
頃
、

Ｗ
さ
ん
巡
回
…
」。
昭
和
43
年

の
夏
の一日
、「
８
月
２
日
（
金
）

く
も
り
、
時
々
晴
／
撫
子
の
花

が
咲
く
。
げ
ん
の
し
ょ
う
こ
も
咲

い
て
い
る
。
紅
い
百
合
も
咲
い
て

い
る
。
／
雨
は
上
が
っ
た
が
、
か

ら
っ
と
し
な
い
。
主
人
、一日
中
草

を
刈
る
。
早
め
に
風
呂
を
た
て

て
主
人
の
頭
を
洗
う
。
真
赤
な

入
日
と
な
る
。
夜
は
霧
。
う
ず

ら
豆
を
煮
る
。」

　

昭
和
51（
１
９
７
６
）年
ま
で
続
い
た
日
記
は
、
上
・

中
・
下
巻
そ
れ
ぞ
れ
４
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
分
量
で一

気
に
読
み
通
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
読
み
終

え
て
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
本
で
す
。
年
の

初
め
、日
記
を
つ
け
よ
う
か
と
い
う
目
標
は
さ
て
お
き
、

一読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

『富士日記』（上・中・下）
著者：武田 百合子　　出版：中公文庫
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